東病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
・特記事項無。
＜患者様連絡事項＞
・熊谷　弘子様～病状も落ち着き、施設での受け入れも整ったことから、入院前に入所していた「ケアハウスこなかの」へ再入所の為、本日10：00甥様の迎にて退院となる。退院後は、当院への通院はせず、長谷川内科に通院予定（施設医のため）。
・澤口　利香様～ＩＦオーダーのシンラック液の残数が無い為、1本処方となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・和田　昌様～終日隔離中。深夜帯2：00頃から覚醒され、日中も休めずに経過。断続的に壁叩き、ドア蹴り見られているが、スタッフが対応すると落ち着き、いなくなると同行為繰り返している。食事は摂取出来ている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。起床時は「お化けが出る」と訴えあったが、日中は幻視の訴えは無い。他者交流も見られ、イライラ感無く、対応も穏やか。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。1時間時間開放している。開放前はドア蹴りあるが、入室時の拒否は無い。開放中もスタッフ見守りにて他者トラブルなく経過。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～両上肢と体幹身体拘束中。経管栄養はトラブルなく行っている。自己抜去もなし。バイタル異常無く、身体拘束による皮膚トラブル、循環障害なく経過。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。日中はミトン着用で経過見ているが、胃管チューブの自己抜去なく経過。疎通も良好。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。危険行為なく、妄想発言無く経過。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
　　　
＜要注目患者情報＞
・高柳　和子様～食事は自力摂取できず、介助で1/2～2/3摂取。むせ込みは無い。妄想発言は無いが、声掛けに疎通不良。見守りを要している。
・木村　格治様～食事は摂取出来ており、拒薬もない。バイタル異常無く、排便も出ているが、右側腹部の疼痛を訴えている。自制内にて、経過観察としている。
・菅井　浩子様～患部の疼痛は自制内。ナースコールを渡しているが、ベットから一人で降りてトイレに行ったり、食後、一人でベットに戻る事あり、見守り要している。バイタルサインの異常はない。
・工藤　蓉子様～食事は食器をもてず、スタッフ介助で摂取され、1/3から2/3摂取。口腔内の溜め込み、むせ込みは無い。排泄は手引きでトイレで行っている。
・松谷　さと子様～11：00西病棟において、テレビを壊したりと粗暴行為見られ、不穏時薬を服用後も落ち着かず、金先生診察後、東病棟Ａユニットへ移動となっている。移動後は粗暴行為はみられず、他者交流も見られるが、表情の硬さみられており、見守り要している。
＜措置入院患者様ケース検討＞

・藤井　崇史様～眼光の鋭さや被害妄想様の発言無く、活気のなさみられている。他者トラブル無く経過している。
